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100 表1

本書におきまして，下記の通り記載内容に誤りがございました．訂正してお詫びいたします．

『Fasciaの評価と治療　解剖・動作・エコーで導く
Fasciaリリースの基本と臨床　第2版』

正 誤 表
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fascia ハイドロリリースとハイドロダイセクション，神経ブロックの使用目的の比較
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手技の名称
hydrorelease�of�fascia/nerve/vessel

fascia（fibrils 含む）/末梢神経/血管に対するハイドロリリース
hydrodissection
（of�nerve）
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末梢神経内に stack-
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末梢神経は楕円形で
ある
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骨など硬い構造物と
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注射前の様子
治療点＝矢印の先端

注射後の様子

サイン名称
ミルフィーユサイン
mille-feuille�sign

フラワーサイン
flower�sign

フラワーサイン
flower�sign

ミルフィーユサイン
mille-feuille�sign

ミルフィーユサイン
mille-feuille�sign

ドーナツサイン
donut�sign
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薬
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主な種類 生理食塩水など 生理食塩水など 生理食塩水など 生理食塩水など 生理食塩水など 生理食塩水など 局所麻酔薬

使用量 1〜5mL 0.5〜1mL 0.5〜1mL 1〜5mL 1〜5mL
10〜50mL

（high-volume�HD）
1〜5mL

ステロイド薬 − − ＋ − − − −
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�fascia ハイドロリリースとハイドロダイセクション，神経ブロックの使用目的の比較表 １

　：注射針　　　：stacking fascia　　　：切離対象としての結合組織　　：nerve エコーで確認できる末梢神経　　：vessel エコーで確認できる血管（動脈・静脈）
（日本整形内科学研究会ホームページ：4-9-2 エコーガイド下 fascia ハイド口リリース US-FHR，ハイドロダイセクション（HD），神経ブロックの差異より転載，一部改変　https://www.jnos.or.jp/for_medical）
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